
い
ま
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
は
、

国
連
で
も
位
置
づ
け
ら
れ
た
世

界
的
な
課
題
で
あ
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど

多
様
な
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
利
用
し
た

差
別
・
排
除
・
分
断
が
社
会
に
根
強
く

あ
る
。
意
識
を
変
え
「
個
人
の
尊
厳
」

を
尊
重
し
、
公
平
で
公
正
な
社
会
を
目

指
す
の
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
で
あ
る
。

　

２
０
１
９
年
度
の
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
、
世
界
１
５
３
か

国
中
、
１
２
１
位
で
Ｇ
７
の
中
で
最
下

位
で
あ
る
。
特
に
経
済
・
政
治
参
画
の

分
野
で
著
し
い
遅
れ
が
あ
り
、
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
後
進
国
」
と
な
っ
て
い
る
。

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う

(1)
町
職
員
の
管
理
職
の
男
女
比
は
。
附

属
機
関
の
女
性
委
員
の
登
用
割
合
は
。

(2)
子
ど
も
を
育
む
た
め
、
父
親
の
育
児

参
加
が
求
め
ら
れ
る
。
町
職
員
の
育
児

休
暇
の
男
女
別
取
得
人
数
と
日
数
は
。

(3)
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
か
ら
、
作

ら
れ
た
男
ら
し
さ
・
女
ら
し
さ
の
認
識

を
克
服
す
る
た
め
の
啓
発
を
。

(4)
公
営
住
宅
の
入
居
や
病
院
で
の
手
術

の
同
意
な
ど
、
親
族
同
様
の
扱
い
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
「
同
性
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
の
導
入
を
。

(5)
専
門
知
識
を
持
つ
相
談
員
の
配
置
な

ど
相
談
窓
口
の
充
実
を
。

(1)
町
の
管
理
職
全
体
の
人
数

は
43
人
、
そ
の
う
ち
女
性
管
理
職
は
課

長
職
３
人
、
管
理
職
全
体
に
占
め
る
割

合
は
６
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。
附
属

機
関
に
お
け
る
女
性
委
員
は
、
平
成
29

年
度
は
、
委
員
全
体
人
数
が
４
９
３
人

で
、
そ
の
う
ち
女
性
委
員
が
１
２
５
人
、

登
用
率
は
25
・
４
％
、
30
年
度
で
は

５
０
５
人
中
１
３
２
人
で
26
・
１
％
、

本
年
度
は
４
８
９
人
中
１
１
７
人
で

23
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

(2)
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
状
況
は
、

女
性
職
員
に
お
い
て
は
、
平
成
29
年
が

２
人
で
、
取
得
日
数
は
７
３
４
日
、
30

年
は
取
得
者
な
し
、
31
年
か
ら
令
和
元

年
に
か
け
て
は
３
人
で
、
取
得
日
数
は

１
１
４
８
日
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

男
性
職
員
に
お
い
て
は
、
平
成
29
年
に

１
人
、
男
性
職
員
と
し
て
は
初
め
て
育

児
休
業
を
取
得
し
、
取
得
日
数
は
92
日

と
な
っ
て
い
る
。

(3)
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
に
向
け
て

は
、
性
別
と
い
う
枠
を
超
え
た
人
権
の

尊
重
が
必
要
で
、
一
人
ひ
と
り
が
人
権

意
識
を
高
め
、
人
権
へ
の
理
解
を
深
め
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
や
人
権
擁

護
を
推
進
す
る
た
め
、
国
や
北
海
道
と

連
携
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
町
で
は
、
公
共
施
設

内
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
置
、
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
掲
載
、
パ
ネ
ル
展

の
開
催
、
図
書
館
に
お
け
る
特
設
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

(4)
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」

は
、
性
的
指
向
や
性
自
認
を
持
つ
方
が
、

互
い
を
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
公

的
に
認
証
す
る
制
度
で
、
道
内
で
は
、

札
幌
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
。
パ
ー
ト

ナ
ー
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
と
い
う

点
で
は
理
解
を
す
る
が
、
一
方
で
法
的

な
権
利
の
付
与
や
義
務
の
発
生
を
伴
う

も
の
で
は
な
く
、
恩
恵
が
極
め
て
限
定

的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、

本
町
で
は
、
性
的
指
向
や
性
自
認
を
持

つ
方
の
思
い
や
抱
え
て
い
る
課
題
な
ど

が
表
面
化
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
実
態
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
も
難
し
い
。

本
制
度
の
導
入
は
、
今
後
の
社
会
的
要

請
や
国
、
北
海
道
お
よ
び
他
市
町
村
の

動
向
を
見
据
え
な
が
ら
研
究
を
行
う
。

(5)
人
権
に
関
す
る
相
談
と
し
て
、
住
民

生
活
課
が
窓
口
と
な
り
、
相
談
内
容
に

応
じ
、
関
係
す
る
部
署
と
の
連
携
を
図

っ
て
い
る
。
関
係
職
員
は
、
研
修
会
や

講
習
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

専
門
的
な
相
談
に
つ
い
て
は
、
毎
月
１

回
、
役
場
、
札
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
、
忠
類
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
福
寿
に

お
い
て
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人

権
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
性

的
指
向
や
性
自
認
に
関
す
る
相
談
は
な

い
が
、
必
要
に
応
じ
て
、
札
幌
市
が
設

置
し
て
い
る
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
な
ど
の
専
門
相
談
窓
口
へ
つ
な
ぐ

な
ど
、
相
談
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い

る
。

答問
誰
も
が
正
し
い
理
解
と
認
識
を
持
ち
、
社
会
全

体
で
共
有
が
で
き
る
よ
う
推
進
し
て
い
く

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
」
の
推
進
を 

※
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
：
性
別
に
関
わ
ら
ず
平
等
に
機
会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と

■ 一 般 質 問 ■ 

⓭

問

野原　惠子 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

町
　
長


